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中部縦貫自動車道　延長  約160 km
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中部縦貫自動車道とは
中部縦貫自動車道は、長野県松本市を起点とし、岐阜県高山市・福井県大野市を経て、
福井県福井市に至る延長約160kmの高規格道路で、中央自動車道長野線・東海北陸
自動車道・北陸自動車道を相互に連絡する道路です。
現在工事中の大野油坂道路は、中部縦貫自動車道の一部を構成する延長35.0kmの

自動車専用道路で、高速交通ネットワークを形成
するとともに、安定した交通の確保、文化・地域資
源を活かした地域経済の活性化、医療活動への
支援を目的としています。

中部縦貫自動車道

その他の高速自動車道
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おおの
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中部縦貫自動車道 大野油坂道路(大野IC～勝原IC)が令和5年3月19日に開通することを記念して、開通式典が行われました。式典には
杉本知事や大野市長、地元関係者等を合わせて約９０名が出席し、大野油坂道路の開通を祝福しました。パトカーや消防車、関係車両による
通り初めも行われ、活気に満ちた開通式典となりました。

「大野IC～勝原IC」の開通式典が開催されました!!

開通式典の様子 開通式典の様子 通り初めの様子 開通前の様子

開通式典の様子は
Twitterで視聴
できます。

中部縦貫NEWS
～ 信濃・飛騨・越前をつなぐ ～
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〒918-8015 福井市花堂南2ｰ14ｰ7
TEL：0776ｰ35ｰ2661（平日）　0776ｰ35ｰ2662（休日・夜間） 

道路の異状を発見したらお知らせください。
道路交通法により運転中の通話は禁止されています。安全な場所に停車しておかけください。

道路緊急
ダイヤル＃9910
全国共通電話番号　24時間無料

福井河川国道事務所 国土交通省
近畿地方整備局

発行・監修

福井河川国道事務所では、
中部縦貫自動車道に関する工事進捗状況や

取り組みについて、様々なツールで情報を発信しています。

で検索してください。

福井河川国道事務所

158
156

157

476

364

416

長
良
川
鉄
道

E67

E41

JR越
美
北
線

川合トンネル
（仮称）

えちぜん鉄道勝山永平寺線

岐阜県
福井県

永平寺大野道路 L＝26.4km
えいへいじおおの

おおのあぶらさか

荒島第1トンネル

あらしまだいいち

荒
島
第
2ト
ン
ネ
ル

あ
ら
し
ま
だ
い
に

かわい 新長野トンネル（仮称）

しんながの 大谷
トンネル
（仮称）

おおたに

新下半
原

トンネル
（仮称

）
しんし

もはん
ばら

上半原
トンネル（仮称）

かみはんばら

東市布
トンネル
（仮称）

ひがしいちぬの

下山
トンネル

しもやま

九頭竜
トンネル

くずりゅう

九頭竜IC

大野IC
おおの

下山IC

油坂出入口（仮称）

北
陸
自
動
車
道

東
海
北
陸
自
動
車
道

勝山IC

永平寺参道IC

永平寺IC

上志比IC

松岡IC
ふくいきた

まつおか

えいへいじさんどう

えいへいじ

かみしひ

かつやま

福井北
JCT・IC

勝山市役所

白
鳥
西
IC

白
鳥
JCT・IC

大野市

永平寺町
勝山市

郡上市

清流の里
しろとり

せいりゅう

くずりゅう

きょうりゅうけいこく

ぜん

いちじょうだに みず えき

さと

はくさんぶんか さと ながたき

さと

白山文化の里長滝

九頭竜

禅の里

一乗谷あさくら水の駅

大野市役所
和泉支所

九頭竜川橋
くずりゅうがわ

永平寺町役場

えちぜん あらしま さと

越前おおの荒島の郷
(令和3年4月22日開駅)

恐竜渓谷かつやま
（令和2年6月20日開駅）

E8

大野油坂道路 L＝35.0km

九頭竜・油坂区間
15.5km

異常気象時通行規制区間 L=37.0km

しもやま

勝原IC
かどはら

くずりゅう

あぶらさか

し
ろ
と
り

し
ろ
と
り
に
し

至
岐
阜
市

至
福
井
市

至
鯖
江
市

至
高
山
市

至 あわら市

大野市役所

勝原・九頭竜区間
9.5km

大野・勝原区間
10.0km

くずりゅうかどはら
かどはらおおの

くずりゅう あぶらさか

❺大谷トンネル（仮称）
おおたに

❹九頭竜IC
くずりゅう

❸勝原IC

❶大野IC
かどはら❷荒島IC

九頭竜湖

令和5年秋
開通予定

令和5年
3月19日開通!! 令和8年春 開通予定祝

開 通

大野油坂道路ハイウェイウォーク大野油坂道路ハイウェイウォーク
荒島IC
あらしま

おおの

あらしま

※大野油坂道路（九頭竜・油坂区間）の橋梁・トンネル名は仮称です。（令和5年2月時点）

中部縦貫NEWS CHUBU JUKAN
EXPRESSWAY 工事進捗レポート

各区間の整備、着々と進行中！！
勝原・九頭竜区間

くずりゅうかどはら

令和５年秋開通に向けて着々と工事を推進中!!

勝原ICは一部完成
しましたが、残りの
区間を工事中です。
九頭竜ICも令和５
年秋開通に向けて
着々と工事を推進
中です。

ラウンドアバウトの大野
ICも完成しました。
また、荒島ICの完成によ
り、道の駅「越前おおの
荒島の郷」にも行きやすく
なりました。

大野・勝原区間
おおの かどはら

令和５年3月19日
に開通!!

※大野油坂道路（九頭竜・油坂区間）の橋梁・トンネル名は仮称です。（令和5年4月時点）
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大谷トンネルは、令和
元年１１月から掘削
工事を開始し、令和
５年３月末時点では
全長１，５００ｍの５３％
の掘削が完了して
います。

白山市

大谷トンネルの掘削工事を推進中!!

九頭竜IC（令和５年３月撮影）勝原IC（令和５年３月撮影）
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大谷トンネル工事（令和５年３月撮影）大谷トンネル工事（令和元年１１月撮影）

大野IC（令和５年３月撮影）
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荒島IC（令和５年３月撮影）
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スタート前に記念撮影 ハイウェイウォークの様子 物産展の様子ハイウェイウォークの様子

道の駅「越前おおの荒島の郷」

大野油坂道路は次の整備効果が期待されています！！

北陸自動車道が通行止めとなった場合、中部縦貫自動車道～東海北陸自動車道
経由のルートが機能し、災害時の代替路が確保されます。

事業区間内における
異常気象時の交通が
確保されます。

大野市と中京圏の新たな高速ルートが形成され、物流搬送等の信頼性が向上
します。

■ 高速道路ネットワークの形成

■ 災害時の代替路の確保

■ 観光周遊機能の向上

■ 異常気象時の交通の確保
福井市内の高度医療機関までの搬送時間の短縮、走行時
の揺れの減少による患者への負担軽減が期待されています。

■ 高度医療機関へのアクセス向上

東西の観光周遊機能が向上し、沿線の観光施設等への観光客増加が期待されます。
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【開通前】永平寺大野道路経由

【開通後】永平寺大野道路＋大野油坂道路経由

国道 158号（大野市長野）

H26.7.29 撮影

72分

53分約19分
短縮

「中部縦貫道ハイウェイウォーク」が開催されました
令和5年3月18日（土）供用前の高速道路を歩くイベント「中部縦貫道ハイウェイウォーク」が開催されました。イベント中はあいにくの雨模様となりましたが、
多くの参加者が訪れ、高架橋から見える、雄大な荒島岳や田園風景などを眺めながら、普段は歩くことのできない高速道路上のウォーキングを楽しんでいました。
そして、ゴール会場となった道の駅「越前おおの 荒島の郷」においては地元特産品の販売や観光 PR ブースが設けられ、多くの方々が訪れていました。


